
令和 3年度福島県立博物館震災遺産講座

我
々
は
津
浪
直
後
に
、

惨
害
記
録
と
哀
話
の
み
綴
っ
て
い
る
べ
き
で
は
な
い

あ
っ

tCo

し
て
わ
た
か
っ
た
。
式

嘉

翌

れ

た

の

で

溢

れ

ボ

渫

靡

9

，
＇
と
は
懇
ふ
が
、
岱
時
の
災
唸
閉
悶
戻
誓
~
〗
ら

p
f合g

、P
の
を忍

ヽ
」
あ
っ
た
。

ぅ
lc
な

っ

て

わ

る

＂

珠

校

を

訪

ね

て

も

、

ち

に

さ

、

や

か

5

け
る

一
、
二
の
空
老
を
探
し
ぶ
翌
後
、
:
わ
た
の
で
、
終
っ
て
た
ゞ
た
の
ほ

11昧
い
ボ

点
翌
＂

と
す
る
ボ
、

,
g識
虚

霊

＾

し

問

翌

翌

委ー
1
[

―竺
1

地
i

叩
の
色
名
キ

る

塁

、

岱

釜

に
も
店
柱
始
め
け/

―
〗
〗
〗
〗
地

村
人
自
身
が
永
い
調
査
研
究
を
遂
げ
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、

真
の
災
害
救
助
、
村
々
の
振
興
等
遂
げ
ら
れ
る
筈
は
な
い

そ

何
故
に
折
角
移
っ
た
村
が
原
地
に
復
帰
す
る
か“
 

鼻
¢
ロ貸

i7jヽ
5＇ 

は わ

名
< 

名花

旦派三
江松
＼招
ラ採
ッの
ク 所

[＼ :三：口1：防訊
船狐 庶の大線は八 1§ 日

特
＼こ む．

も ii, "'"''.::'- I名 3 恭店ー田
和のてぃゃら がた n老目
1；； 牛・ ° らだ
大祐旅抒しこ をの も-

ャる ii¥夜 っを忍
きにして瑛釆 ft烹9月敗翡魯ぺ
な硲庁J 約っ を

， 
もし 年 Iう

怜し叫沿后ミ岳に
の V を

恩、ゲ
にる 店訊ら州＇っね→と

まの 月た迫 b
＼ こ 、 礼 心 ’・ 

で力t ひ ら
冦•こ芝ぢて

があ翌羞たぎ t翌し？一営`こ
槃っせし

かな 1 tiっと吋昧
牒て てつ悶、慮赤汎 Iと`ムふ，
I乍 も る

流た§令しこ
ナよ し一 t . 

＼こ斥や 怜立．ヽ； ft 才
敬恩

う蛛のが わ、んつ 、文
づ·"たのも‘令 ・、•こ，．8． hI
¥t 1ょ j;. ぬ (¥I I'~- ¥・ ? 
さな料 A 、¢ 迄・ -III 

、、保を :店入
し心 C-

れ。り巡イJ‘'，J 泣
、と

，， 
ゃ今で

つ珠

令和 3年II月5日（金） 13: 30~15 : 00 

福島県立博物館講堂

内山大介（当館学芸員） ― 

注浪 ビ 村

山口禰—
郎著

会場100名（申込不要）
オンライン100名（要申込）

※いずれも先着順

福島県の会津に生まれ、明治2q年と昭和8年の2度の津波の後に被災地の三陸を

歩いた山口弥一郎。本講座ては、東日本大震災の後に注目された著書『津浪と村』

を改めて読み直しながら、その仕事の重要性と現代にまてつながる意義を考えます。

本講座はZOOMによるオンラインライブ配信を行います。 （後日の視聴はできません）

視聴ご希望の方は件名に「震災遺産講座視聴希望」、本文に氏名・メールアドレス・所属（任意）

をご記入の上、 general-museum@fcs.ed.jpまでメールでお申込み下さい。

後日、 ZoomID ・パスコード等をご連絡します。 【申込締切10月31日（日）】
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※11月5日は2015年に国連総会で「罷界津波の日」に定められました。 1854年の安政南洵地震での逸話「稲むらの火」の故事にちなんだものです。

福島県立博物館 福島県会津若松市城東町1-25 電話：0242-28-6000 Mail: general-museum@fcs.ed.jp 




